
枯葉 

木枯らし吹きさらし 

こんな哀れな姿になってしまった 

もう誰も振り向いてくれないのか 

でも、誰かいるだろう 

土にかえってしまう前に 

やっとあなたの気持ちが 

判るようになりました 

わが身を写し取るような心境が 

私は知っております 

あなたは春には美しく 

華やいでいました 

夏は日陰をもたらし 

秋は紅葉し 

きれいだといって拾い上げ 

押し花にと持って帰った 

人を見かけました 

あなたは十分に世の中の 

人々に癒しを与えました 

時は残酷なものです 

でも、あなたの姿を見て 

うたを詠ったり 

絵を描き残した人もおります 

ありがとう 


